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1.背景と目的 

 我が国は長期にわたるデフレ，不況下にあり，そして地震

や台風などの災害リスクに直面している．国民の安寧な生

活や企業の経済活動の活発化を図り，我が国の国力を向上

させるためには，人々や財の移動の活性化，防災力の向上な

ど多様な効果をもたらすインフラの役割がきわめて大きい

と考えられる．しかしながら，我が国において公共投資額は

減少基調が長く続き，その要因として，インフラ整備やその

効果が適正に理解されていないことが考えられる． 

 そこで本研究では，インフラ整備が経済の成長に寄与す

る効果について国際比較データを用いて定量的かつ実証的

に明らかにし,適正なインフラ政策のあり方を議論する上

での基礎的知見を得ることを目的とする． 

 

2.既往研究と本研究の位置づけ 

 インフラ整備と経済発展の関係性については，幾つかの

研究の知見が蓄積されており，単一国家内におけるマクロ

経済効果に着目した分析（Aschuauer(1989)1），岩本(1990)2)，

三井・井上(1995)3)など）や，世界各国を対象とした国際比較

分析（世界銀行(1994)4），三尾(2011)5)など）により，インフ

ラ整備は経済発展に寄与することが示されている．しかし

ながら我が国を含めた先進諸国の今後のインフラ整備に着

目し，インフラの種類と経済成長の関連性に着目した既往

研究は筆者の知る限り見られず，これらの点は明らかにさ

れていない． 

 我が国の今後の国力の向上や経済成長に資するインフラ

整備のあり方を論じるに当たり，インフラ整備が経済の成

長に与える効果について，先進諸国を対象とした国際比較

分析により実証的に明らかにすることは極めて有用であり，

重要な意義があるものと期待される． 

 

3.分析に用いる指標について 

 本研究では経済成長とインフラ整備水準の関係性を明ら

かにするが，経済成長を表す指標として，GDP6）成長率（経

済成長率）を用いることとする．ただし，GDP 成長率は，

短期的に見ると景気変動による影響を受けること，またイ

ンフラ整備による経済効果は中長期的に渡って発現するこ

とから，10年間，20年間のGDP成長率を指標として用い

る． 

 インフラの整備水準については，とりわけ道路・鉄道の交

通インフラに焦点を当て，インフラの整備水準に関する指

標として道路や鉄道の総整備延長及び高速交通網（高速道

路・高速鉄道）の整備延長を用いる．なお，国により面積や

人口等の社会経済特性が異なることを考慮し，総道路延長

7）・高速道路延長 7）については国土面積および自動車台数 6）

で，総鉄道延長 6）・高速鉄道延長 8）については国土面積およ

び人口で除した値を指標として用いる． 

 

4.分析方法 

本研究では，経済成長指標とインフラ整備水準指標の両

者の関係性を，我が国を含む諸国の国際比較データを用い

て分析を行う． 

 本分析の対象国として，先進国であり資本主義国家であ

るという我が国の社会経済特性を考慮し，比較分析対象国

として「先進国クラブ」と称されるOECD（経済協力開発機

構）に設立当初から加盟している西欧・北欧・北米の 19ヵ

国及び日本（「先進・資本主義国」とする）を比較分析の対

象とする．なお，比較対象として上記以外の先進国に新興国

を加えた国家（「先進・資本主義国以外のOECDまたはG20

加盟国」とする）を対象とした分析も行う． 

 上述のように分類した 2つのグループについて，GDP成

長率とインフラ整備水準の関係を計測するため，説明変数

にGDP成長率を，説明変数に個々のインフラ整備水準指標

を設定し，加えて制御変数として人口，GDP，一人当たり

GDPの社会経済特性を設定した重回帰分析を行う． 

 

5.分析結果 

 「先進・資本主義国」を対象とした分析において，GDP成

長率（10年）を目的変数に設定したモデルでは，「自動車一

台当たり総道路延長」，「一人当たり総鉄道延長」，「一人当た
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り高速鉄道延長」をインフラ整備水準指標として説明変数

に設定した場合，有意な正のパラメータが検出された（～参

照）．一方で，「先進・資本主義国以外のOECDまたはG20

加盟国」を対象とした分析では，どのインフラ整備水準指標

もGDP成長率と有意な正のパラメータは検出されなかった． 

 また，重回帰分析で有意な正のパラメータが検出された

項目について，インフラ整備水準指標とGDP成長率の関係

性をより詳細に分析するとともに，分析対象国における日

本の水準を把握することを目的として，制御変数として設

定した人口，GDP，一人当たりGDPの要因を控除した散布

図を作成した．その結果，「自動車一台当たり総道路延長」，

「一人当たり総鉄道延長」，「一人当たり高速鉄道延長」の 3

つの項目のうち，どの指標を散布図の軸に設定した場合で

も，インフラ整備水準指標が高いほど，制御要因を控除した

GDP 成長率も高いという関係性をいずれの散布図からも視

覚的に確認することができる（図 1参照，紙面の都合上，

自動車一台当たり総道路延長を横軸にとった場合の散布図 

 

表 1 重回帰分析結果（目的変数：GDP成長率（10年），
説明変数：自動車一台当たり総道路延長） 

 
表 2 重回帰分析結果（目的変数：GDP成長率（10年），
説明変数：一人当たり総鉄道延長） 

 

表 3 重回帰分析結果（目的変数：GDP成長率（10年），
説明変数：一人当たり高速鉄道延長） 

 
※「先進・資本主義国以外」の国家には稼働中の高速鉄道を保有する 

 国家が少ないため，分析対象外 

 

図 1 散布図（縦軸：制御要因を控除したGDP成長率（10
年），横軸：自動車一台当たり総道路延長） 

 

のみ掲載している）．特に，「先進・資本主義国」内で自動車

一台当たり総道路延長や一人当たり総鉄道延長が低水準で

ある日本は，道路・鉄道整備を進めていくことがGDPの成

長に大きく寄与する可能性が示唆される． 

 

6.本研究のまとめ 

 本研究で行った分析の結果，「先進・資本主義国」におい

ては道路や鉄道の整備が経済の成長に関係しており，我が

国が他の「先進・資本主義国」と比較して道路や鉄道等の交

通インフラの整備が低水準であるという現状を踏まえると，

我が国においても道路・鉄道の質的・量的な拡張に向けた投

資を行い，整備を進めていくことが，今後の我が国の経済成

長，ひいては国力の向上に大きく寄与する可能性が示唆さ

れた．本研究で得られた知見が，インフラ整備やその効果に

対する認識が適正なものになることに資するであろう． 
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